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ロ
シ
ア
中
国
海
域
艦
隊
司
令
官
で
海
軍
大
佐
Ｉ
・
Ｆ
・
リ
ハ
チ
ョ
フ
が
、
一
八
六

一
年
対
馬
島
で
ロ
シ
ア
の
海
軍
根
拠
地
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
関
係
す
る
一

連
の
出
来
事
か
ら
一
〇
年
の
歳
月
が
経
っ
た
。
こ
の
短
い
歴
史
的
期
間
は
、
ロ
シ
ア

に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
変
革
に
満
ち
て
い
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、

皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
改
革
の
時
代
と
名
付
け
ら
れ
、
一
方
、
日
本
で
は
明

治
維
新
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
展
的
革
命
的
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
隣
国
二
ヶ
国
の
外
交
関
係
は
、
友
好
的
で
あ
り
続
け
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
と

り
わ
け
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
の
文
書
で
も
立
証
さ
れ
て
い
る
。

　

一
八
七
一
年
一
月
一
一
日
、
ロ
シ
ア
海
軍
元
帥
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ

ヴ
ィ
チ
大
公
の
兄
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
宛
の
報
告
の
後
で
、
皇
帝
侍
従
武
官
で
海

軍
大
佐
、
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
の
司
令
官
に
任

命
さ
れ
、「
皇
帝
陛
下
の
」
侍
従
武
官
、
海
軍
少
将
の
地
位
に
昇
格
し
た
。
ち
ょ
う
ど

一
ヵ
月
後
、
一
八
七
一
年
二
月
一
一
日
、
海
軍
省
長
官
Ｎ
・
Ｋ
・
ク
ラ
ッ
ベ
が
フ
ェ

ド
ロ
フ
ス
キ
ー
の
た
め
に
秘
密
訓
令
を
承
認
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
次
の
よ
う
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
「
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
保
持
の
主
目
的
は
、
太
平
洋
に
お
け
る
我
が
国
の
支
配
領

域
を
取
り
囲
ん
で
い
る
海
域
、
お
よ
び
、
日
本
と
中
国
で
の
ロ
シ
ア
の
政
治
的
経
済

的
利
害
の
防
護
、
そ
し
て
、
士
官
お
よ
び
乗
組
員
の
実
戦
教
育
で
あ
る
。
故
に
、
こ

れ
ら
の
海
域
に
到
着
後
は
、
我
が
国
の
在
中
国
、
在
日
本
外
交
代
表
部
と
密
接
な
関

係
を
保
ち
、
我
が
政
府
に
よ
り
彼
ら
外
交
代
表
部
に
示
さ
れ
た
諸
目
的
の
達
成
を
目

指
す
た
め
の
彼
ら
の
要
請
の
実
行
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
た
し
。

　

領
事
、
あ
る
い
は
、
信
任
さ
れ
た
外
交
代
表
が
い
な
い
諸
港
に
お
い
て
は
、
ロ
シ

ア
国
民
に
対
し
、
彼
ら
の
安
全
確
保
、
お
よ
び
、
法
的
権
利
と
利
害
の
保
護
へ
の
可

能
な
限
り
の
全
協
力
を
示
さ
れ
た
し
。」

　

ま
も
な
く
、
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
新
し
い
任
務
地
に
向
か
っ
た
。

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
に
よ
る
日
本
人
の
救
出

　

太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
の
艦
艇
の
ひ
と
つ
に
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
イ
ズ
ム
ル
ド
号
が
あ

る
が
、
同
艦
を
指
揮
す
る
の
は
海
軍
中
佐
Ｍ
・
Ｎ
・
ク
マ
ニ
で
あ
る
。
一
八
七
一
年

九
月
、
イ
ズ
ム
ル
ド
号
は
物
資
を
補
充
す
る
た
め
ホ
ノ
ル
ル
に
寄
航
し
た
。
同
地
で

ク
マ
ニ
は
、
ロ
シ
ア
の
副
領
事
か
ら
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
書
簡
に
は
、
ハ
ワ

イ
政
府
の
外
務
大
臣
の
覚
書
の
写
し
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
覚
書
の
中
で
、
外
務
大
臣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
三
人
の
日
本
人
が

日
本
の
あ
る
港
で
、
日
本
沿
岸
を
航
海
す
る
た
め
、
ハ
ワ
イ
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船 Juf-

sie hyous 

号
の
船
長
に
雇
わ
れ
た
が
、
彼
ら
日
本
人
は
同
意
な
し
に
ホ
ノ
ル
ル
に

連
れ
て
来
ら
れ
た
。
ハ
ワ
イ
政
府
は
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
イ
ズ
ム
ル
ド
号
が
長
崎
に
直

行
す
る
の
を
知
る
と
、
こ
の
者
た
ち
を
で
き
る
だ
け
早
く
故
国
に
送
り
届
け
た
い
と

望
み
、
長
崎
移
送
の
た
め
、
ク
マ
ニ
に
対
し
、
も
し
賛
成
し
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
は
「
ハ

ワ
イ
政
府
に
対
す
る
好
意
の
印
…
」
と
し
て
評
価
す
る
と
表
明
し
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦

に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
依
頼
し
た
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

「
日
本
の
諸
港
に
来
る
ロ
シ
ア
の
軍
艦
は
皆
こ
の
国
が
友
好
国
だ
と
感
じ
る
…
」

―
―
明
治
期
の
日
露
関
係
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
―
―

ワ
レ
ン
チ
ン
・
ス
ミ
ル
ノ
フ
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ク
マ
ニ
は
、
こ
の
依
頼
を
拒
絶
す
る
こ
と
、
同
様
に
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
上
に
い
る

間
の
日
本
人
た
ち
の
食
費
を
受
け
取
る
こ
と
は
不
可
能
と
考
え
た
。
彼
は
こ
れ
ら
の

者
た
ち
を
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
に
収
容
し
、
彼
ら
を
「
海
軍
の
一
員
扱
い
」
に
算
入
し
た
。

　

ホ
ノ
ル
ル
か
ら
長
崎
ま
で
の
航
路
中
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
イ
ズ
ム
ル
ド
号
は
、
通
算

四
六
四
〇
マ
イ
ル
三
四
日
間
帆
走
し
、
同
じ
く
、
二
三
〇
マ
イ
ル
二
九
日
間
は
蒸
気

で
航
行
し
た
。
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
四
日
、
ク
マ
ニ
は
大
公
宛
の
報
告
書
の
中
で
、

航
海
の
成
果
や
、
領
事
館
か
ら
受
け
取
っ
た
知
ら
せ
に
よ
り
、
海
軍
少
将
フ
ェ
ド
ロ

フ
ス
キ
ー
が
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ア
ル
マ
ー
ズ
号
【「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
号
」
と
も
】
で
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
い
る
こ
と
、
ま
も
な
く
長
崎
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報

告
し
た
。
そ
れ
以
外
に
、
ク
マ
ニ
は
、
報
告
書
の
中
で
、
日
本
人
た
ち
の
件
の
経
緯

を
記
し
、
長
崎
寄
港
後
、
ロ
シ
ア
領
事
館
の
助
け
を
借
り
て
、
所
有
物
や
所
持
金
と

と
も
に
、
こ
の
日
本
人
た
ち
を
同
地
の
官
憲
に
引
き
渡
す
と
し
た
。

　

興
味
深
い
こ
と
は
、イ
ズ
ム
ル
ド
号
が
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
長
崎
に
向
か
っ
て
い
る
時
、

分
艦
隊
の
別
の
艦
で
あ
る
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
が
グ
ア
ム
島
に
い
た
こ
と

で
あ
る
。一
八
七
一
年
一
〇
月
一
一
日
、ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
艦
長
、海
軍
中
佐
Ｐ
・
Ｎ
・

ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
の
と
こ
ろ
に
、
何
ら
か
の
情
況
に
よ
り
こ
の
島
に
放
り
出
さ
れ
、
日

本
へ
の
送
還
を
求
め
て
い
る
九
人
の
日
本
人
が
来
た
の
だ
。
彼
ら
は
、
ナ
ジ
ィ
ー
モ

フ
に
、
知
事
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
グ
ア
ム
島
か
ら
日
本
に
自
由
に
出
航
で
き
る
権

利
の
書
か
れ
た
文
書
を
見
せ
た
。「
我
が
国
の
日
本
政
府
と
の
友
好
関
係
に
鑑
み
、

私
は
こ
れ
ら
日
本
人
を
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
に
収
容
し
、
規
定
に
基
づ
き

水
兵
身
分
扱
い
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
…
」
と
、
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
は
自
身
の
軍
務
報

告
書
に
顛
末
を
書
い
て
い
る
。

　

一
八
七
一
年
一
〇
月
二
九
日
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
は
、
ク
リ
ッ
パ
ー

艦
イ
ズ
ム
ル
ド
号
よ
り
四
日
遅
れ
て
、
長
崎
に
到
着
し
、
日
本
人
た
ち
は
故
国
に
帰

還
し
た
。
ま
も
な
く
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
は
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
分

艦
隊
の
旗
艦
と
な
っ
た
。

海
軍
少
将
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
と
天
皇
の
初
会
見

　

一
八
七
二
年
六
月
九
日
、
海
軍
少
将
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
六
月
一

一
日
午
後
二
時
、
天
皇
陛
下
が
、
彼
と
士
官
た
ち
を
ご
招
待
く
だ
さ
る
と
の
知
ら
せ

を
受
け
た
。

　

六
月
一
〇
日
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
は
、
横
浜
停
泊
地
か
ら
江
戸
停
泊
地

に
回
航
し
、
七
隻
の
蒸
気
艦
か
ら
な
る
日
本
艦
隊
と
並
ん
で
投
錨
し
た
。
日
本
艦
隊

の
中
に
は
、
艦
隊
の
旗
艦
で
あ
っ
た
装
甲
艦
ジ
ュ
イ
ジ
ョ
ウ
カ
ン
【
龍
驤
艦
】
が
い
た
。

コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
は
ジ
ュ
イ
ジ
ョ
ウ
カ
ン
と
二
一
発
の
国
際
礼
砲
を
交
わ

し
た
。
当
時
、
江
戸
を
守
っ
て
い
る
砲
台
の
多
く
は
、
実
は
大
砲
が
な
く
、
ヴ
ィ
チ
ャ

ジ
号
の
礼
砲
に
対
し
て
、
た
だ
の
一
発
も
答
礼
砲
を
返
さ
な
か
っ
た
。

　

停
泊
地
の
深
度
が
足
り
ず
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
は
、
陸
岸
か
ら
三
・
五
マ
イ
ル
で
投

錨
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
干
潮
時
に
は
、
陸
と
の
漕
艇
に
よ
る
連
絡

は
、
大
変
困
難
で
あ
っ
た
。

　

指
定
さ
れ
た
時
間
、
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
艦
隊
参
謀
長
で
あ
る
海

軍
中
佐
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
、
二
名
の
艦
隊
副
官
、
五
人
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
士
官
、
二
名

の
士
官
候
補
生
を
伴
い
、
正
礼
装
で
、
ロ
シ
ア
の
代
理
公
使
Ｅ
・
Ｋ
・
ビ
ュ
ツ
ォ
フ

が
賃
借
し
て
い
る
ミ
タ
ノ
サ
キ
に
あ
る
コ
ー
ウ
ン
寺
に
到
着
し
た
【
後
に
神
田
駿
河

台
、
次
い
で
は
虎
ノ
門
の
土
地
を
購
入
】。

　

昼
一
二
時
過
ぎ
、外
務
省
か
ら
二
台
の
馬
車
が
到
着
、そ
の
う
ち
の
一
台
は
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
風
」
の
美
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
御
者
に
御
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
以
外
に
、

Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
士
官
用
に
二
台
の
馬
車
を
雇
っ
た
。
フ
ェ
ド
ロ

フ
ス
キ
ー
自
身
は
代
理
公
使
夫
妻
と
と
も
に
、
外
務
省
の
馬
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
艦

隊
参
謀
長
Ｐ
・
Ｎ
・
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
は
駐
函
館
領
事
Ａ
・
Ｅ
・
オ
ラ
ロ
フ
ス
キ
ー
や

士
官
た
ち
と
残
り
の
三
つ
の
馬
車
に
乗
っ
た
【
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
九
月
三
〇

日
の
開
拓
使
出
張
所
開
設
以
降
を
「
函
館
」
と
表
記
し
た
】。
ロ
シ
ア
行
列
の
さ
き

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
10
）
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が
け
は
六
人
の
日
本
人
警
護
隊
で
、行
列
の
後
に
は
四
人
の
警
護
隊
が
馬
で
行
っ
た
。

そ
れ
以
外
に
、
馬
車
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
二
人
の
馬
丁
が
速
足
の
馬
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
駆
け
て
い
た
。

　

皇
居
に
は
大
名
屋
敷
の
伝
統
的
な
建
築
物
が
あ
り
、
広
く
深
い
堀
と
古
代
ロ
シ
ア

の
ク
レ
ム
リ
ン
の
壁
に
よ
く
似
た
高
い
障
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
人
た
ち
は

通
り
抜
け
る
こ
と
に
な
っ
た
、
鍛
鉄
製
の
重
い
鉄
の
門
が
あ
り
、
衛
兵
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
た
。
壁
の
上
の
見
張
り
や
ぐ
ら
に
は
哨
兵
も
見
ら
れ
た
。

　

第
四
門
を
通
り
抜
け
る
と
、
ロ
シ
ア
臣
民
は
、
馬
車
か
ら
降
り
、
宮
廷
服
に
身
を

包
ん
だ
外
務
省
の
役
人
た
ち
に
迎
え
ら
れ
た
。
数
歩
進
む
と
、
さ
ら
に
、
二
人
の
侍

従
に
迎
え
ら
れ
、
彼
ら
に
招
か
れ
、
平
屋
の
館
に
進
ん
だ
。
そ
の
階
段
で
、
海
軍
少

将
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
を
迎
え
た
の
は
外
相
Ｔ
・
副
島
と
宮
内
省
の
儀
典

官
で
あ
っ
た
。【
露
国
代
理
公
使
等
の
引
見
は
明
治
五
年
五
月
一
五
日
（
一
八
七
二

年
六
月
二
〇
日
）
午
前
一
〇
時
小
御
所
代
に
て
】

　

控
え
の
間
で
は
椅
子
と
茶
と
菓
子
と
葉
巻
煙
草
を
勧
め
ら
れ
、
数
分
後
に
、
副
島

種
臣
は
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
を
天
皇
の
も
と
へ
と
招
い
た
。
通
訳
と
役
人
た
ち
は

サ
ー
ベ
ル
を
控
え
の
間
に
残
し
た
。
提
督
と
士
官
た
ち
は
、
サ
ー
ベ
ル
を
は
ず
さ
な

か
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
臣
民
た
ち
は
幾
つ
か
の
小
さ
く
て
優
美
な
日
本
庭
園
を
通
っ
た
。
小
橋
を

何
度
か
越
え
、
周
囲
を
大
き
く
素
晴
ら
し
い
樹
木
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
小
さ
な
草
地

を
抜
け
た
。
宮
殿
に
は
、
表
玄
関
で
は
な
く
、
脇
の
、
か
な
り
暗
く
貧
し
い
入
口
か

ら
入
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
、
も
っ
と
も
、
質
の
よ
く
な
い
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
ら

れ
た
広
い
廊
下
を
い
く
つ
か
過
ぎ
て
（
い
く
つ
か
の
廊
下
は
フ
エ
ル
ト
製
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
だ
っ
た
）、
提
督
、
士
官
、
役
人
た
ち
は
、
小
さ
な
部
屋
に
入
っ
た
が
、
そ

の
床
も
や
は
り
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
が
入

る
と
、
あ
た
か
も
大
き
な
枠
で
、
部
屋
の
他
の
場
所
か
ら
離
さ
れ
た
奥
ま
っ
た
と
こ

ろ
に
座
っ
て
い
た
天
皇
は
、
座
っ
て
い
た
肘
掛
け
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。

　

天
皇
は
結
構
身
長
が
高
く
、
約
満
二
二
歳
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
だ
が
、
天
皇

は
和
服
を
着
、
日
本
式
の
髪
型
を
し
て
い
た
た
め
、
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
に
は
、
彼

の
表
情
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
し
、
天
皇
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風

の
髪
型
を
し
、
へ
ん
て
こ
な
小
さ
な
日
本
の
帽
子
を
頭
に
か
ぶ
っ
て
さ
え
い
な
か
っ

た
ら
、
も
っ
と
風
采
が
良
く
見
え
た
で
あ
ろ
う
、
と
提
督
に
は
思
え
た
。

　

天
皇
の
左
側
、
少
し
後
ろ
に
は
、
手
に
金
の
刀
を
持
っ
た
武
器
持
侍
従
が
、
そ
の

柄
を
陛
下
の
方
に
傾
け
て
、
立
っ
て
い
た
。
六
人
の
侍
従
は
、
三
人
ず
つ
、
応
接
の

間
の
壁
際
に
立
っ
て
い
た
。

　

普
通
の
礼
の
後
、
Ｅ
・
Ｋ
・
ビ
ュ
ツ
ォ
フ
が
、
天
皇
に
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス

キ
ー
を
紹
介
し
た
。
宮
廷
の
通
訳
官
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
使
節
の
言
葉
が
日
本
語
に
通

訳
さ
れ
た
後
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
藤
色
が
か
っ
た
和
服
の
懐
か
ら
、
紙
を
取
り
出
し
、

か
な
り
早
口
で
、
た
だ
し
、
あ
ま
り
大
き
な
声
で
は
な
く
、
次
の
一
文
を
読
み
上
げ

た
。
そ
れ
は
、
す
ぐ
さ
ま
、
ロ
シ
ア
語
に
通
訳
さ
れ
た
。

　
「
初
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
す
。
提
督
の
軍
艦
が
我
が
臣
民
を
保
護
し
、
故
国
帰

還
の
手
立
て
を
お
与
え
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
既
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
日
、

お
会
い
で
き
る
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
ま
し
て
、
嬉
し
く
、
寛
大
な
お
心
に
感
謝
致

し
ま
す
。」

　
「
天
皇
陛
下
、
お
目
に
か
か
る
栄
誉
を
お
与
え
下
さ
り
、
大
変
光
栄
で
す
。
ま
た
、

我
が
分
艦
隊
の
ロ
シ
ア
軍
艦
艦
長
た
ち
に
よ
り
数
人
の
日
本
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た

功
績
に
対
し
、
お
話
に
な
ら
れ
た
寛
大
な
お
言
葉
に
真
に
感
謝
致
し
ま
す
。
艦
長
た

ち
の
中
で
も
、
こ
の
海
軍
中
佐
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
の
こ
と
は
、
失
礼
な
が
ら
、
あ
え
て

陛
下
に
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。
私
と
ロ
シ
ア
海
軍
士
官
た
ち
は
、
日
本
の
方
々
を

お
助
け
致
す
機
会
が
我
々
に
到
来
し
た
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
我
々
は
、
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
方
々
に
友
情
を
示
す
機
会
を
な
お
ざ
り
に

致
す
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
友
情
の
気
持
は
全
て
の
ロ
シ
ア

（
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人
が
一
般
的
に
日
本
人
に
対
し
て
心
か
ら
抱
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」

　

こ
れ
ら
の
言
葉
が
日
本
語
に
通
訳
さ
れ
た
後
、
ロ
シ
ア
の
海
軍
少
将
は
礼
を
し
、

謁
見
は
終
わ
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
の
客
た
ち
は
、
再
び
、
迎
賓
館
に
招
か
れ
【
先
の
「
控
え
の
間
」、
つ
ま

り
「
控
所
」
に
戻
っ
た
】、
そ
こ
で
は
、
外
相
と
儀
典
長
が
、
茶
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
、
様
々

な
菓
子
、
葉
巻
煙
草
を
勧
め
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
高
官
た
ち
は
、
慇
懃
に

別
れ
を
告
げ
、
ロ
シ
ア
の
客
た
ち
に
、
何
人
か
の
侍
従
た
ち
に
伴
わ
れ
、
皇
居
を
囲

む
、
古
式
の
広
大
で
素
晴
ら
し
い
庭
園
、
お
よ
び
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
の
来
日
に
備
え
て
用
意
さ
れ
た
海
浜
に
立
つ
郊
外
の
平
屋
の
建
物
で

あ
る
ハ
マ
ゴ
デ
ン
【
浜
御
殿
】
を
視
察
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

　

海
軍
少
将
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
翌
一
八
七
二
年
六
月
一
二
日
、
士
官
た
ち
が

日
本
の
軍
艦
を
見
学
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
を

江
戸
停
泊
地
に
停
泊
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
非
常
に
雨
が
ち
で
肌
寒
い
天
気
が
見

学
の
邪
魔
を
し
た
が
、
こ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
軍
大
尉
チ
リ
コ
フ
と
コ
ル
ベ
ッ

ト
艦
上
級
機
関
士
で
海
軍
機
関
少
尉
【подпоручик

】
の
チ
ュ
レ
フ
は
、
日
本
の

諸
港
を
巡
る
航
海
に
際
し
天
皇
を
護
衛
し
た
日
本
艦
隊
に
関
す
る
所
見
を
フ
ェ
ド
ロ

フ
ス
キ
ー
に
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
装
甲
艦
龍
驤
艦
以
外
、
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
二
隻
、

ク
リ
ッ
パ
ー
艦
二
隻
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
と
ブ
リ
ッ
ク
艦
が
一
隻
ず
つ
で
あ
る
。
一
人

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
例
外
と
す
る
だ
け
で
、
艦
隊
の
司
令
官
、
士
官
、
乗
組
員
は
全

員
、
日
本
人
で
あ
っ
た
。

日
本
の
大
臣
と
ロ
シ
ア
の
提
督
の
相
互
訪
問
（
一
八
七
二
年
）

　

一
八
七
二
年
六
月
一
三
日
午
前
中
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
は
横
浜
停
泊

地
に
寄
航
し
、
海
軍
少
将
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
ビ
ュ
ツ
ォ
フ
公
使
か
ら
、
次
の
よ

う
な
日
本
の
外
相
Ｔ
・
副
島
の
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
。

　
「
五
年
前
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
属
す
る
グ
ア
ム
島
ス
ペ
イ
ン
統
治
領
の
長
が
貧
民

階
級
出
身
の
日
本
人
を
雇
い
、
同
島
に
運
び
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
極
め

て
悲
運
な
状
態
に
置
か
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
の
艦
長
ナ
ジ
ィ
ー

モ
フ
氏
が
、
航
海
の
途
上
で
、
同
島
を
訪
れ
、
我
が
同
胞
の
惨
憺
た
る
状
態
を
見
、

九
名
か
ら
な
る
者
た
ち
を
長
崎
に
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。艦
内
に
い
る
間
、

こ
れ
ら
の
者
た
ち
は
、
手
厚
く
も
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
氏
が
長
崎
に

お
着
き
に
な
ら
れ
た
際
、
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
氏
に
よ
り
こ
の
者
た
ち
に
示
さ
れ
た
ご
尽

力
に
対
し
、
知
事
が
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
が
、
わ
が
国
政
府
に
示
さ
れ
ま
し
た
こ
の

ご
尽
力
に
対
し
、
私
は
、
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
氏
に
我
が
深
謝
を
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い

と
、
提
督
閣
下
に
お
願
い
致
し
ま
す
。」

　

こ
の
日
、
海
軍
少
将
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
と
海
軍
中
佐
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
は
、
副
島

外
相
の
と
こ
ろ
に
朝
食
に
招
か
れ
た
。
副
島
は
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
と
ナ
ジ
ィ
ー
モ

フ
、
ビ
ュ
ツ
ォ
フ
夫
妻
に
自
分
の
妻
を
紹
介
し
た
。
副
島
の
妻
は
、
お
そ
ら
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
の
朝
食
に
出
席
し
た
最
初
の
日
本
女
性
と
な
る
。
そ
れ
以
外
に
、
副
島

の
妻
は
ビ
ュ
ツ
ォ
フ
夫
人
に
自
宅
の
部
屋
を
す
べ
て
見
せ
、
自
分
の
子
供
た
ち
を
ロ

シ
ア
の
客
た
ち
に
紹
介
し
た
。
子
供
た
ち
の
う
ち
、
長
男
は
非
常
に
美
し
い
子
で
、

掌
院
ニ
コ
ラ
イ
神
父
の
と
こ
ろ
で
ロ
シ
ア
語
を
非
常
に
熱
心
に
学
ん
で
い
た
。

　

翌
日
、
一
八
七
二
年
六
月
一
四
日
、
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ

チ
ャ
ジ
号
上
に
副
島
と
そ
の
子
息
を
迎
え
た
。
大
公
宛
の
自
己
の
軍
務
報
告
書
の
中

で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
臣
は
、
見
た
と
こ
ろ
、
応
対
と
勧
め
ら
れ
た
朝
食

に
対
し
非
常
に
満
足
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。」

　

一
八
七
二
年
六
月
一
五
日
午
前
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
は
横
浜
停
泊
地

を
後
に
し
た
。

ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
の
長
崎
停
泊
地
で
の
天
皇
へ
の
謁
見（
一
八
七
二
年
）

　

一
週
間
後
の
六
月
二
二
日
、
海
軍
少
将
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
コ
ル

ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
に
乗
艦
し
、
長
崎
に
寄
航
し
た
が
、
自
己
の
大
公
宛
軍
務
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報
告
書
の
中
で
、
天
皇
と
海
軍
中
将
Ｋ
・
Ｎ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
艦
隊
の
到
着
を
待
つ

こ
と
に
皆
は
忙
殺
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
天
皇
の
歓
迎
の
た
め
に
、
長
崎

に
住
ん
で
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
は
、「
燦
然
た
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
用
意

し
た
。
日
本
政
府
は
、
い
か
に
よ
り
良
く
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ

大
公
を
迎
え
る
か
に
気
遣
っ
た
。
長
崎
に
は
、
英
仏
の
提
督
た
ち
が
い
た
。
フ
ェ
ド

ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
長
崎
で
Ｋ
・
Ｎ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
艦
隊
の
到
着
を
待
つ
と
通
知
し
た
。

　

一
八
七
二
年
七
月
七
日
、
一
六
時
一
五
分
、
信
号
砲
か
ら
の
二
発
の
号
砲
が
天
皇

の
艦
隊
の
接
近
を
知
ら
せ
た
。
信
号
か
ら
数
分
後
、
砲
艦
テ
イ
ボ
ー
・
カ
ン
一
号
【
第

一
丁
卯
艦
】
が
タ
カ
ボ
コ
岬
【
高
鉾
島
か
】
を
迂
回
し
、
そ
の
後
か
ら
天
皇
旗
を
掲

げ
た
装
甲
艦
龍
驤
艦
が
姿
を
現
し
た
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
に
五
隻
の
艦
艇
が
従
っ
た
が
、

正
午
頃
、
二
隻
の
ス
ク
ー
ナ
ー
艦
が
天
皇
の
儀
杖
兵
（
赤
い
制
服
を
着
、
赤
い
背
嚢

を
背
負
い
、白
い
羽
飾
り
の
付
い
た
軍
帽
を
か
ぶ
っ
た
六
〇
名
）を
乗
せ
て
接
近
し
た
。

　

三
隻
の
日
本
の
軍
艦
は
既
に
朝
に
旗
で
満
艦
飾
に
な
っ
た
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ

チ
ャ
ジ
号
か
ら
天
皇
旗
を
見
分
け
ら
れ
る
や
、
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
二
一
発
の
祝

砲
を
命
じ
、
飾
旗
の
礼
を
行
っ
た
。
沿
岸
砲
台
と
朝
到
着
し
た
日
本
の
軍
艦
は
二
一

発
の
礼
砲
を
打
ち
、
水
兵
た
ち
を
帆
げ
た
に
立
た
せ
、
登
桁
の
礼
を
行
わ
せ
た
。

　

龍
驤
艦
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
の
隣
に
投
錨
し
た
が
、
日
本
の
旗
を
立

て
た
軍
艦
梃
や
地
元
の
船
の
多
く
は
、
龍
驤
艦
を
取
り
巻
き
、
物
資
を
積
み
込
み
、

役
人
を
乗
せ
始
め
た
。
快
速
艇
【вельбот　

帆
付
で
四
人
か
ら
六
人
漕
】
の
ひ
と

つ
に
は
緑
色
の
カ
バ
ー
が
掛
け
ら
れ
た
箱
が
あ
っ
た
。
こ
の
箱
に
は
天
皇
の
最
初
の

祖
先
の
所
有
だ
っ
た
剣
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
剣
は
天
皇
の
行
く
と
こ
ろ
ど
こ

に
で
も
付
い
て
行
く
の
だ
っ
た
。
剣
を
乗
せ
た
快
速
艇
は
、
天
皇
の
汽
艇
の
前
を
行

き
、
天
皇
が
快
速
艇
に
乗
艦
す
る
と
、
龍
驤
艦
で
は
音
楽
隊
が
い
く
つ
か
の
単
調
な

和
音
か
ら
構
成
さ
れ
た
日
本
の
国
歌
を
演
奏
し
た
。
天
皇
艦
隊
の
全
艦
艇
の
乗
組
員

は
帆
げ
た
に
送
ら
れ
、
登
桁
の
礼
を
し
、「
万
歳
」
を
叫
ん
だ
。
天
皇
は
、
自
分
の

旗
を
汽
艇
の
艇
首
の
掲
揚
台
に
掲
げ
た
ま
ま
、
舷
か
ら
離
れ
た
（
こ
れ
に
際
し
て
、

装
甲
艦
上
の
天
皇
旗
は
下
ろ
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
停
泊
地
で
は
天
皇
旗
が

二
個
掲
揚
さ
れ
て
い
た
）。

　

天
皇
が
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
に
近
づ
い
て
き
た
時
、
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス

キ
ー
は
、
帆
げ
た
に
部
下
を
遣
わ
し
、
登
桁
の
礼
を
行
わ
せ
、「
ウ
ラ
ー
」
を
四
回

叫
ぶ
よ
う
に
と
命
令
し
た
。
天
皇
は
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
の
近
く
を
通
り
過
ぎ
た
が
、
常

に
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
を
見
て
い
た
。
天
皇
の
随
員
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

風
の
衣
服
を
着
用
し
て
い
た
。
だ
が
何
人
か
は
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
天

皇
は
深
い
青
色
の
フ
ラ
ン
ス
型
の
制
服
を
着
、
金
刺
繍
の
付
い
た
三
角
帽
を
か
ぶ
っ

て
い
た
。
天
皇
の
汽
艇
が
少
し
艦
隊
か
ら
離
れ
た
時
に
、
日
本
の
軍
艦
は
二
一
発
の

礼
砲
を
発
射
し
、
飾
旗
の
礼
を
行
っ
た
。

　

埠
頭
で
、
臣
民
の
群
集
が
、
天
皇
を
迎
え
た
。
民
衆
た
ち
は
、
深
々
と
頭
を
下
げ

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
日
本
人
の
大
部
分
は
、
地
で
平
伏
し
、

頭
を
上
げ
な
か
っ
た
。
天
皇
は
金
刺
繍
の
付
い
た
緑
の
馬
衣
で
覆
わ
れ
た
馬
に
乗
っ

て
い
た
。
馬
は
四
人
の
馬
丁
に
引
か
れ
て
い
た
、
天
皇
の
後
に
は
廷
臣
た
ち
が
従
っ

た
。
天
皇
は
、
行
列
の
両
側
か
ら
軍
隊
に
守
ら
れ
、
平
民
の
深
い
沈
黙
の
中
、
御
座

所
に
着
い
た
。

　

長
崎
の
す
べ
て
の
家
は
、
様
々
な
小
旗
や
堤
燈
に
か
ざ
ら
れ
て
い
た
。
日
本
人
た

ち
が
天
皇
の
滞
在
で
幸
せ
で
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。あ
る
種
の
役
人
た
ち
が
、

こ
れ
は
、
本
物
の
天
皇
で
は
な
い
、
本
物
の
天
皇
を
見
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
、

ま
ぶ
し
く
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
と
の
噂
を
熱
心
に
広
め
て
歩
い
た
。

　

夕
方
、
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
と
日
本
艦
隊
、
長
崎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
家
屋
地
区
、
日
本

人
地
区
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
た
。
自
分
の
軍
務
報
告
書
の
中
で
、
フ
ェ

ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
「
天
皇
は
地
元
の
船
に
乗
り
、
し
の
び
で
停
泊
地
を
行
っ
た
り
来

た
り
し
た
と
の
噂
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

長
崎
滞
在
の
二
日
目
（
一
八
七
二
年
七
月
八
日
）、
天
皇
は
、「
体
調
不
良
」
と
の

こ
と
で
、
御
座
所
を
出
ず
、
長
崎
知
事
【губернатор Н

агасаки　

長
崎
県
権
令
宮

（
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川
房
之
か
】
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
か
ら
集
め
た
様
々
な
品
物
や
日
本
の
細
工
、
長
崎
湾

に
い
た
活
魚
を
見
た
。
魚
の
た
め
に
、
庭
に
二
個
の
大
き
な
木
の
貯
水
槽
が
作
ら
れ

た
。

　

自
己
の
軍
務
報
告
書
の
中
で
、
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
次
の
興
味
深
い
詳
細
を

伝
え
て
い
る
。

　
「
…
こ
の
朝
、
天
皇
の
周
辺
の
人
々
が
、
他
の
日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
た
ち
に
対
し
て
す
ら
、
ど
ん
な
に
強
い
不
信
を
持
っ
て
い
る
か
を
示
す
出
来
事

が
起
き
た
。
天
皇
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
薬
屋
に
薬
を
求
め
に
使
い
を
出
し
た
。
薬
剤

師
が
こ
の
薬
を
約
一
五
さ
じ
飲
み
終
わ
［
ら
な
け
れ
ば
］
役
人
は
受
け
取
り
を
決
心

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
薬
局
に
は
海
軍
大
尉
ス
ピ
ー
ツ
ィ
ン
が
い
た
。
ス
ピ
ー

ツ
ィ
ン
大
尉
が
役
人
の
依
頼
で
そ
の
薬
を
飲
み
、
そ
れ
で
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で
、

日
本
の
役
人
は
薬
に
毒
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
信
し
た
。」

　

や
は
り
一
八
七
二
年
七
月
八
日
の
午
前
中
、
長
崎
知
事
【
権
令
】
が
、
海
軍
少
将

フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
に
対
し
て
、
天
皇
艦
隊
の
総
指
令
長
官
、
海
軍
次
官
補

【второй товарищ
 морского министра　

海
軍
大
輔
】
Ｓ
・
カ
ワ
ム
ラ
が
、
コ
ル

ベ
ッ
ト
艦
を
私
的
に
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。川
村
の
と
こ
ろ
へ
は
、

フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
が
江
戸
滞
在
中
や
は
り
私
的
訪
問
を
し
て
い
る
。

　

日
本
の
海
軍
中
将
は
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
到
着
し
た
が
、
私
服
だ
っ
た
。
川
村

純
義
に
朝
食
を
進
め
た
後
、
Ｍ
・
Ja
・
フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
彼
に
、
コ
ル
ベ
ッ

ト
艦
や
大
砲
、
銃
を
詳
細
に
見
せ
た
。

　

川
村
純
義
は
自
分
の
副
官
に
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
上
で
見
聞
し
た
多
く
の
も
の
を
書
き

付
け
る
よ
う
に
命
じ
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
の
大
砲
や
清
潔
で
秩
序
だ
っ

た
さ
ま
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
た
。
こ
の
時
、
我
が
艦
に
長
崎
副
知
事
【
長
崎
県
権

大
参
事
】
モ
リ
オ
カ
・
マ
ザ
ズ
ミ
【
森
岡
昌
純
】
が
到
着
し
た
。
森
岡
昌
純
は
フ
ェ

ド
ロ
フ
ス
キ
ー
に
昨
日
の
表
敬
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
天
皇
の
心
か
ら
の

謝
辞
を
伝
え
、
と
同
時
に
、
天
皇
が
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大

公
の
到
着
に
遅
れ
な
い
よ
う
江
戸
に
急
行
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア
の
提
督
も
領
事
も
招

く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
心
か
ら
の
侘
び
を
伝
え
た
。

　

七
月
九
日
日
曜
日
午
前
八
時
、
全
日
本
艦
隊
、
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
、
ア
メ
リ
カ
の
砲

艦
モ
ノ
カ
シ
ー
号
は
飾
旗
の
礼
を
行
っ
た
。
天
皇
は
大
勢
の
供
周
り
や
日
本
軍
艦
の

艦
長
た
ち
、
衛
兵
た
ち
を
従
え
、
モ
ル
ト
ン
船
台
を
視
察
し
た
が
、
天
皇
の
目
の
前

で
日
本
の
汽
船
ス
ル
タ
ン
号
が
引
き
出
さ
れ
た
【
進
水
の
方
で
は
な
く
「
引
き
揚
げ

た
」
方
か
】。
船
台
を
操
作
し
て
い
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
ブ
レ
ッ
キ
ー
、
ジ
リ
、

ド
ゥ
グ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
天
皇
は
、
鋳
造
所
オ
コ
ノ
ラ
を
訪
れ
【
飽
浦
の
工
部
省
所
轄
長
崎
造
船
所

か
】、
同
所
に
二
時
間
以
上
留
ま
り
、
八
五
プ
ー
ド
の
銑
鉄
材
の
鋳
造
現
場
を
視
察

し
た
。
こ
の
鋳
造
所
は
日
本
人
が
操
業
し
て
い
た
。

　

一
八
七
二
年
七
月
一
〇
日
月
曜
日
朝
六
時
（
日
時
は
公
式
報
道
に
よ
る
）、
天
皇

は
ラ
ン
チ
か
ら
装
甲
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
龍
驤
艦
に
乗
り
換
え
、
天
皇
旗
を
揚
げ
た
。
天

皇
旗
に
皆
が
敬
礼
し
た
。
午
前
八
時
前
、
天
皇
は
長
崎
を
あ
と
に
し
、
熊
本
に
向
か

い
、
そ
の
後
、
鹿
児
島
を
訪
問
し
、
江
戸
に
帰
っ
た
。

練
習
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ツ
ク
ボ
カ
ン
【
筑
波
】
の
記
述

　

天
皇
艦
隊
の
す
べ
て
の
艦
艇
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
が
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
筑
波
【
以
下
、
原
文
ロ
シ
ア
語
表
記
「
ツ
ク
ボ
カ
ン
」

を
す
べ
て
筑
波
と
す
る
】
で
あ
る
。
筑
波
は
日
本
の
海
軍
兵
学
寮
生
徒
や
若
い
水
兵

の
教
育
の
た
め
の
練
習
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
で
あ
る
。
全
部
で
マ
ス
ト
三
本
の
完
全
帆
走

の
装
備
と
ゴ
ン
フ
レ
イ
ス
社
製
の
二
〇
〇
馬
力
の
蒸
気
機
関
を
持
つ
。
就
航
一
二
年

で
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
購
入
さ
れ
た
。
す
べ
て
は
老
朽
化
し
、
傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
。

甲
板
は
広
い
板
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
磨
り
減
り
や
腐
食
が
見
ら
れ
、
多
く
の
箇
所

で
、
継
ぎ
は
ぎ
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
全
て
の
止
索
栓
と
結
合
小
平
板
は
常
に
表
面

が
削
り
取
ら
れ
て
お
り
、
元
の
大
き
さ
が
失
わ
れ
、
極
め
て
危
う
い
状
態
に
な
っ
て

（
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い
た
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
の
古
さ
に
加
え
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
の
清
潔
さ
を
保
つ
方
策
の

欠
如
は
、
ロ
シ
ア
人
に
、
長
く
は
も
た
な
い
艦
船
に
多
額
の
金
銭
を
浪
費
し
て
い
る

日
本
人
を
気
の
毒
だ
と
感
じ
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
の
大
砲
は
、
艦
の
等
級
に
そ
ぐ
わ
ず
、
た
ま
た
ま
、
日
本
政
府
が

大
砲
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
所
か
ら
か
き
集
め
ら
れ
て
い
た
。
競
売
で

購
入
さ
れ
た
二
〇
個
の
大
砲
の
う
ち
、
同
じ
砲
架
の
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
。

甲
板
に
は
、ホ
イ
ッ
ト
ワ
ー
ス
社
の
大
砲
、ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
の
大
砲
、そ
の
他

が
並
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
大
砲
の
う
ち
、
た
だ
の
ひ
と
つ
も
、
実
弾
が
な
か
っ
た
。

甲
板
に
置
か
れ
て
あ
る
円
錐
形
の
様
々
な
口
径
の
砲
弾
は
、
ど
の
大
砲
に
も
合
わ
な

か
っ
た
。
全
て
の
大
砲
の
う
ち
、
使
え
る
も
の
は
六
台
、
挙
げ
句
、
礼
砲
用
の
み
で
、

他
の
も
の
は
「
付
属
品
が
な
い
た
め
」
練
習
用
に
す
ら
使
え
な
か
っ
た
。
コ
ル
ベ
ッ

ト
艦
の
乗
組
員
は
、
士
官
一
〇
名
、
士
官
候
補
生
一
〇
名
を
入
れ
て
、
一
九
七
名
か

ら
な
っ
て
い
た
。

　

居
住
甲
板
や
船
室
は
、調
理
室
を
の
ぞ
い
て
イ
ギ
リ
ス
流
の
配
置
に
な
っ
て
い
た
。

調
理
室
は
、
水
兵
の
食
事
の
煮
炊
き
用
に
四
つ
の
大
き
な
鋳
鉄
製
の
大
な
べ
と
士
官

の
食
事
を
作
る
た
め
の
二
つ
の
大
き
な
四
角
の
石
製
の
打
ち
抜
き
コ
ン
ロ
が
置
か
れ

て
い
た
。
こ
の
コ
ン
ロ
は
、
可
動
式
で
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
が
航
海
に
出
る
時
は
縛
り

付
け
ら
れ
て
い
た
。
陸
上
で
も
、
家
々
で
も
、
有
名
な
日
本
の
清
潔
さ
は
、
艦
上
の

生
活
に
は
根
付
か
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
下
に
降
り
、
船
艙
内
に
近
づ
け
ば
近
づ
く

ほ
ど
、
ご
み
が
増
え
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
塩
水
蒸
留
装
置
は
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
に
は

な
か
っ
た
。

　

水
兵
の
食
事
に
は
コ
ン
ビ
ー
フ
が
入
っ
て
い
た
が
、
一
人
頭
半
フ
ン
ト
ず
つ
（
二

〇
〇
ｇ
、
ス
ミ
ル
ノ
フ
注
）
で
、「
し
か
る
べ
き
日
」
に
の
み
だ
っ
た
。
パ
ン
や
乾

パ
ン
は
食
材
に
は
入
っ
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
米
で
代
用
さ
れ
て
い
た
。

天
皇
と
海
軍
少
将
Ｆ
・
Ja
・
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル

　

半
年
後
、
一
八
七
三
年
一
月
一
日
、
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
の
新
司
令
長
官
に
任
命

さ
れ
た
の
は
、
Ｆ
・
Ja
・
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
二
月
一
六
日
、
ブ
リ
ュ
メ
ー

ル
は
、
ス
エ
ズ
、
イ
ン
ド
を
経
由
す
る
航
路
を
と
り
、
シ
ナ
海
の
諸
港
に
向
か
う
よ

う
、
命
令
書
を
受
け
取
っ
た
。

　

数
ヵ
月
後
、
旗
艦
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
に
乗
艦
し
た
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
は

早
く
も
日
本
に
着
い
た
。
七
月
一
一
日
か
ら
一
八
日
の
期
間
、
同
艦
は
修
理
作
業
を

行
う
た
め
横
須
賀
の
ド
ッ
ク
に
い
た
。
そ
の
後
、
火
薬
を
受
け
取
る
と
、
コ
ル
ベ
ッ

ト
艦
は
横
浜
に
回
航
し
た
。

　

ま
も
な
く
、
ロ
シ
ア
代
理
公
使
Ｅ
・
Ｋ
・
ビ
ュ
ツ
ォ
フ
も
帯
同
し
、
ブ
リ
ュ
メ
ー

ル
提
督
は
江
戸
で
天
皇
に
謁
見
し
た
。
一
八
七
三
年
七
月
二
一
日
、
元
帥
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
ッ
チ
大
公
宛
の
自
己
の
軍
務
報
告
書
で
、
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル

は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
「
…
私
は
天
皇
陛
下
に
謁
見
す
る
光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
私
に
従
っ
た
の
は
、
艦

隊
参
謀
長
で
海
軍
大
佐
ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
、
艦
隊
副
官
、
海
軍
少
尉
ヴ
ィ
レ
ニ
ウ
ス
、

海
軍
大
尉
エ
ル
モ
ラ
エ
フ
、
ス
ピ
ー
ツ
ィ
ン
で
し
た
。
陛
下
の
と
こ
ろ
で
の
謁
見
は

非
常
に
短
く
、
た
だ
単
に
我
々
の
名
前
を
披
露
す
る
だ
け
で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
す
ぐ
に
辞
去
し
ま
し
た
。
天
皇
は
日
本
の
正
装
を
し
、
一
方
大
臣
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
金
刺
繍
の
制
服
を
着
て
い
ま
し
た
。」

江
戸
の
海
軍
兵
学
寮
に
お
け
る
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
（
一
八
七
三
年
）

　

Ｆ
・
Ja
・
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
と
彼
の
士
官
た
ち
は
、
外
務
大
臣
の
許
可
を
得
て
、
江

戸
の
海
軍
兵
学
寮
を
訪
問
し
た
。
同
校
で
は
年
齢
一
一
歳
か
ら
二
三
歳
ま
で
の
定
員

一
六
〇
名
ほ
ど
が
学
ん
で
い
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
低
学
年
は
定
員
四
〇
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名
の
男
子
生
徒
で
ひ
と
り
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
監
督
下
に
い
た
。

　

海
軍
兵
学
寮
低
学
年
の
授
業
は
日
本
語
で
行
わ
れ
た
。
科
目
は
数
学
、
地
理
、
歴

史
、
ま
た
国
語
そ
れ
自
体
も
学
ん
だ
。
ロ
シ
ア
士
官
た
ち
が
訪
れ
た
時
、
一
部
の
生

徒
は
代
数
の
問
題
を
「
か
な
り
の
速
さ
で
正
確
に
」
解
い
て
い
た
。

　

高
学
年
は
海
軍
専
門
科
目
が
教
授
さ
れ
て
い
た
。
砲
術
、
力
学
、
操
船
術
は
、
兵

学
寮
長
補
佐
サ
ワ
【
澤
太
郎
左
衛
門
】
の
指
導
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
日
本
語
に
翻

訳
さ
れ
た
本
で
学
ん
で
い
た
。
澤
は
自
身
、
数
年
間
オ
ラ
ン
ダ
で
学
ん
だ
。
も
う
じ

き
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
高
学
年
の
教
育
者
で
あ
り
、
英
語
に
よ
る
専
門
科
目
の
教
官
と

な
る
べ
く
四
人
の
海
軍
士
官
が
招
聘
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
【
一
八
七
三
年
来
日

し
た
英
国
海
軍
顧
問
団
は
海
軍
少
佐
ア
ー
チ
ボ
ル
ト
・
ル
シ
ア
ス
・
ダ
グ
ラ
ス

（A
rchibald L.D

ouglas

）
以
下
総
勢
三
四
名
】。
澤
は
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
に
、

一
年
後
に
は
何
人
も
の
生
徒
た
ち
が
海
軍
士
官
に
な
る
た
め
の
準
備
が
完
了
す
る
で

あ
ろ
う
と
話
し
た
。
既
に
艦
隊
勤
務
を
し
て
い
る
士
官
た
ち
は
、
生
徒
と
し
て
は
、

海
軍
兵
学
寮
で
教
官
た
ち
に
よ
る
個
人
教
授
を
受
け
、
や
や
上
級
の
知
識
の
み
を
教

授
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
得
た
わ
ず
か
な
知
識
の
助
け
を
借
り
、
部
下
た
ち
を
指
揮
し
て

い
た
。

Ｆ
・
Ja
・
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
提
督
の
二
度
の
函
館
訪
問
（
一
八
七
三
年
、
一

八
七
四
年
）

　

一
八
七
三
年
七
月
二
八
日
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
は
函
館
停
泊
地
に
投

錨
し
た
。
街
を
見
物
し
た
後
、
海
軍
少
将
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
は
、
九
月
八
日
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
「
現
在
、
函
館
は
通
商
関
係
に
自
己
の
意
義
を
失
い
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、
た
だ

の
一
隻
の
商
船
も
函
館
を
訪
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
地
に
居
住
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

た
ち
に
必
要
な
商
品
は
、
一
ヶ
月
に
一
回
、
横
浜
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
郵
便
汽
船
で

運
ば
れ
ま
す
。
地
元
の
産
物
、
例
え
ば
、
昆
布
、
煙
草
、
干
し
魚
も
ま
た
、
日
本
の

近
海
航
行
船
で
近
郊
村
落
に
運
ば
れ
ま
す
。」

　

ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
と
彼
の
士
官
た
ち
は
、
そ
れ
よ
り
二
ヶ
月
ば
か
り
前
日
本
政
府
に

よ
り
創
立
さ
れ
た
函
館
ロ
シ
ア
語
学
校
を
訪
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
五
〇
―
六
〇
人
の

少
年
た
ち
が
学
ん
で
い
た
。
ま
も
な
く
、
学
校
は
「
特
別
の
建
物
」
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
そ
う
で
、
そ
う
な
れ
ば
、
生
徒
た
ち
は
一
〇
〇
名
に
上
る
だ
ろ
う
。
ロ

シ
ア
語
、
歴
史
、
地
理
の
教
師
の
任
務
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
付
属
の
元
聖
歌
読
誦
僧

で
あ
る
サ
ル
ト
フ
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
サ
ル
ト
フ
は
月
に
二
〇
〇
ド
ル
を
貰
っ
て
い

た
が
、
そ
の
額
は
、
自
己
の
任
務
を
い
か
に
成
功
さ
せ
、
遂
行
に
誠
実
で
あ
る
か
に

よ
り
、
三
〇
〇
ド
ル
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

半
年
ご
と
に
、
生
徒
た
ち
は
試
験
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、
最
優
秀
生
徒
に
は
、

奨
励
金
と
し
て
、
月
に
一
〇
ド
ル
ず
つ
報
奨
金
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
こ

れ
ら
の
生
徒
た
ち
が
成
功
す
る
と
、
外
務
省
と
サ
ハ
リ
ン
島
の
役
人
任
務
へ
の
任
命

に
際
し
て
、
考
慮
さ
れ
た
。
サ
ル
ト
フ
は
提
督
に
、
日
本
政
府
は
、
教
科
書
や
様
々

な
書
物
、
そ
し
て
、
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

入
手
に
、
お
し
み
な
く
、
資
金
を
支
出
し
て
い
る
と
、
報
告
し
た
。

　

一
年
後
、
一
八
七
四
年
八
月
三
日
、
海
軍
少
将
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
は
再
び
函
館
を
訪

れ
た
。
こ
の
時
は
、
す
で
に
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ア
ス
コ
リ
ド
号
に
乗
艦
し
て
い
た
。
函

館
停
泊
地
に
は
、
ジ
ャ
ン
ク
以
外
に
、
船
は
一
隻
も
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
数
日

後
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
、
横
浜
か
ら
は
日
本
汽
走
軍
艦
と
ド
イ

ツ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
エ
リ
ザ
ベ
ー
タ
号
が
到
着
し
た
。

　

ア
ス
コ
リ
ド
号
到
着
の
三
日
前
に
駐
函
館
ド
イ
ツ
領
事
、
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・

ハ
ー
バ
ー
が
日
本
の
狂
信
者
ヘ
ド
ヘ
チ
カ
・
タ
ザ
キ
【
田
崎
秀
親
】
に
よ
っ
て
殺
害

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
【
実
際
の
殺
害
日
時
は
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
八
月

一
一
日
（「
断
罪
伺
録
」）、
従
っ
て
前
段
「
一
八
七
四
年
八
月
三
日
」
は
他
と
同
様

に
露
暦
】、こ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
出
現
は
、き
わ
め
て
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
の
法
廷
は
ヘ
ド
ヘ
チ
カ
・
タ
ザ
キ
に
斬
首
刑
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
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（　 ）　「日本の諸港に来るロシアの軍艦は皆この国が友好国だと感じる…」（スミルノフ）213

　

こ
れ
ら
の
軍
艦
以
外
に
、
日
本
の
北
岸
を
測
量
し
て
い
た
日
本
の
提
督
が
汽
走
軍

艦
で
到
着
し
た
。

　
「
現
在
、
函
館
は
、
本
年
末
に
は
開
通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
電
信
線
に
よ
っ
て

江
戸
と
連
結
し
て
い
る
。」
と
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
は
、
一
八
七
四
年
九
月
八
日
、
横
浜

か
ら
の
自
己
の
報
告
書
の
中
で
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
訪
問
時
、
政
府
の
函
館
ロ
シ
ア
語
学
校
は
、
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
た
。
と

い
う
の
は
、
前
の
教
師
サ
ル
ト
フ
が
、
残
念
な
が
ら
、
急
死
し
、
政
府
は
こ
の
時
ま

で
新
し
い
教
師
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
函
館
の
住
民
の

考
え
に
よ
れ
ば
、
こ
の
情
況
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
学
校
は
江
戸
に
移

さ
れ
る
は
ず
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

海
軍
少
将
Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
の
天
皇
へ
の
謁
見

　

一
八
七
五
年
三
月
末
、
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
の
司
令
長
官
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、

Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
で
あ
っ
た
。
Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
七
月
一
一
日
、
ア
メ
リ

カ
の
郵
便
船
で
上
海
か
ら
長
崎
停
泊
地
に
到
着
、
七
月
一
二
日
、
太
平
洋
艦
隊
分
艦

隊
司
令
長
官
に
な
る
。
こ
れ
に
際
し
て
、
海
軍
少
将
Ｆ
・
Ja
・
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
は
自

己
の
旗
を
下
ろ
し
、
一
方
、
プ
ズ
ィ
ノ
は
自
分
の
旗
を
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ア
ス
コ
リ
ド

号
に
揚
げ
た
。
一
〇
日
間
の
停
泊
中
に
、
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
日
本
の
地
主
と
契
約
を
結

ん
だ
。
契
約
内
容
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
に
一
〇
年
期
限
で
、
蒸
し
風
呂
、
病

院
、
艦
載
ボ
ー
ト
収
納
小
屋
、
鍛
冶
場
用
の
土
地
を
賃
貸
借
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

一
八
七
五
年
一
〇
月
二
二
日
、
天
皇
誕
生
日
に
あ
わ
せ
て
、
分
艦
隊
の
す
べ
て
の

艦
艇
は
、
横
浜
の
知
事
に
招
待
さ
れ
、
午
前
八
時
、
飾
旗
の
礼
を
行
い
、
正
午
に
二

一
発
の
祝
砲
を
発
し
た
。
こ
の
日
、
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
神
奈
川
知
事
【
県
令
】
陸
奥
宗

光
の
と
こ
ろ
の
公
式
正
餐
に
呼
ば
れ
た
。

　

一
八
七
五
年
一
〇
月
二
四
日
、
海
軍
少
将
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
自
己
の
旗
を
コ
ル
ベ
ッ

ト
艦
バ
ヤ
ー
ン
号
に
移
し
た
。
一
〇
月
二
七
日
、
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
駐
日
ロ
シ
ア
弁
理

公
使
Ｋ
・
Ｖ
・
ス
ト
ル
ー
ヴ
ェ
、
艦
長
た
ち
、
艦
隊
参
謀
長
【флаг-капитан

】、
二

名
の
艦
隊
副
官
と
と
も
に
、
天
皇
に
謁
見
し
た
。【
以
下
も
含
め
『
明
治
天
皇
紀
』

明
治
八
年
一
一
月
八
日
の
項
参
照
】

　

日
本
の
省
と
の
予
備
協
定
に
よ
り
、
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
司
令
長
官
、
弁
理
公
使

は
、
あ
ら
か
じ
め
作
ら
れ
た
歓
迎
の
辞
を
二
部
持
参
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

天
皇
の
御
前
で
読
み
上
げ
る
た
め
の
ロ
シ
ア
語
版
と
天
皇
陛
下
へ
の
上
奏
の
た
め
の

日
本
語
版
の
二
部
で
あ
る
。

　

宮
殿
に
到
着
後
、
ロ
シ
ア
の
代
表
た
ち
は
宮
内
大
臣
【
宮
内
卿
・
徳
大
寺
実
則
、

侍
従
長
兼
任
】
と
何
人
か
の
高
官
に
迎
え
ら
れ
た
。
タ
ピ
ス
ト
リ
ー
が
唯
一
の
飾
り

で
あ
り
、
華
や
か
な
日
本
工
芸
品
の
屏
風
が
一
対
広
げ
ら
れ
た
二
つ
か
三
つ
の
部
屋

を
抜
け
、
客
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
具
が
あ
る
小
さ
な
応
接
の
間
に
導
か
れ
、
天

皇
が
玉
座
の
間
に
入
っ
て
く
る
の
を
し
ば
ら
く
待
つ
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
数
分
後
、

宮
内
大
臣
が
、
先
に
進
む
よ
う
促
し
た
。
陛
下
は
、
ロ
シ
ア
の
賓
客
を
玉
座
の
前
で

待
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
人
た
ち
の
叩
頭
に
対
し
て
会
釈
で
答
え
た
。

　

宮
内
大
臣
は
ロ
シ
ア
の
客
か
ら
日
本
語
版
一
部
を
受
け
取
り
、そ
の
後
、ス
ト
ル
ー

ヴ
ェ
が
自
己
の
挨
拶
を
読
み
上
げ
た
。

　
「
天
皇
陛
下
、
今
日
、
わ
が
皇
帝
陛
下
の
神
聖
な
る
ご
命
令
に
よ
り
、
太
平
洋
艦

隊
司
令
長
官
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
海
軍
少
将
プ
ズ
ィ
ノ
に
ご
謁
見
を
賜
る
ご
同
意
を

下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、陛
下
に
、心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。プ
ズ
ィ

ノ
提
督
は
、
最
近
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
日
本
に
参
り
ま
し
た
。
日
本

帝
国
の
い
く
つ
か
の
諸
港
を
訪
問
致
し
ま
し
た
が
、
御
国
を
好
き
に
な
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
御
国
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
人
は
全
面
的
な
好
感
を
持
ち
、
ま
た
、
と
り
わ

け
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
に
お
い
て
御
国
が
、
友
好
と
歓
待
の
国
と
見
な
さ
れ
て
い
る

の
も
故
な
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
謁
見
の
場
を
お
借
り
し
、
我
が
政
府

な
ら
び
に
こ
こ
に
い
る
ロ
シ
ア
人
す
べ
て
の
名
に
お
い
て
、
先
頃
お
迎
え
に
な
ら
れ
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ま
し
た
高
貴
な
ご
誕
生
の
日
に
対
し
ま
し
て
、
天
皇
陛
下
に
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
更
な
る
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
陛
下
に
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。」

　

そ
の
次
に
、
Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
が
挨
拶
の
言
葉
を
読
ん
だ
。

　
「
天
皇
陛
下
。
我
が
ロ
シ
ア
皇
帝
の
ご
意
思
、
そ
の
神
聖
な
る
ご
命
令
に
よ
り
、

太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
に
任
命
さ
れ
、
就
任
後
直
ち
に
、
私
は
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の

間
に
存
在
す
る
友
情
と
好
意
の
気
持
ち
を
示
す
た
め
に
、
私
に
任
さ
れ
ま
し
た
我
が

艦
隊
と
と
も
に
日
本
海
域
に
入
る
こ
と
を
急
ぎ
ま
し
た
。
日
本
の
諸
港
に
来
る
ロ
シ

ア
の
軍
艦
は
皆
こ
の
国
が
友
好
国
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
（
強
調
は
ス
ミ
ル
ノ
フ
）。

遠
く
離
れ
た
日
本
各
地
の
海
岸
で
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
に
示
さ
れ
て
い
る
ご
親
切

と
ご
歓
待
に
対
し
、
全
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
の
名
に
お
い
て
、
天
皇
陛
下
に
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
陛
下
の
政
府
の
注
意
深
い
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
今
日
、

夜
間
の
航
海
を
安
全
に
す
る
多
く
の
灯
台
が
建
設
さ
れ
、
海
と
海
岸
が
調
査
さ
れ
、

日
本
の
海
事
は
完
成
に
向
か
っ
て
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
日
本
と
友
好
関
係
に

あ
る
大
国
の
海
軍
の
代
表
と
し
て
、
既
に
達
成
さ
れ
た
結
果
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
本
と
同
様
に
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
す
べ
て
の
国
家
と
も
に
、
国

家
の
偉
大
さ
と
国
力
の
基
礎
と
な
る
事
業
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
致

し
ま
す
。」

　

Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
は
述
べ
た
言
葉
の
中
で
、
自
分
の
こ
と
を
艦
隊
の
司
令
長
官

で
あ
る
と
名
乗
り
、
艦
隊
分
艦
隊
の
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
に
与
え
ら

れ
た
特
別
訓
令
に
基
づ
い
た
も
の
で
、外
国
の
艦
隊
の
司
令
官
と
の
付
き
合
い
で
は
、

そ
の
よ
う
に
名
乗
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

天
皇
は
日
本
語
で
読
み
、
答
え
た
。
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
ロ
シ
ア
皇
帝
陛
下
が
貴
官
を
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
に
ご
任
命
な
さ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
貴
官
は
、
今
日
、
初
め
て
わ
が
国
に
お
い
で
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
機

を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
、
お
目
に
か
か
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
く
存
じ

ま
す
。
貴
官
方
が
、
我
が
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
友
情
に
満
ち
た
歓
待
を
お
受
け

に
な
ら
れ
、
貴
官
方
に
と
り
、
日
本
で
の
ご
滞
在
が
快
い
思
い
出
と
し
て
、
末
長
く

残
る
こ
と
を
希
望
致
し
ま
す
。」

　

こ
の
後
、
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
全
士
官
を
階
級
順
に
紹
介
し
た
。
こ
れ
で
謁
見
は
終
わ

り
、
ロ
シ
ア
人
の
客
た
ち
は
謁
見
の
間
か
ら
退
出
し
た
。

　

部
屋
か
ら
で
る
と
、宮
内
大
臣
が
ロ
シ
ア
艦
隊
司
令
官
に
天
皇
の
書
状
を
渡
し
た
。

客
た
ち
は
謁
見
の
間
に
再
び
座
る
よ
う
招
か
れ
、
ワ
イ
ン
、
葉
巻
煙
草
、
様
々
な
日

本
の
菓
子
を
饗
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
食
し
た
後
、
プ
ズ
ィ
ノ
と
ス
ト
ル
ー
ヴ
ェ
、
そ

の
供
た
ち
は
、
別
れ
の
挨
拶
を
し
、
去
っ
た
。

Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
提
督
の
海
軍
兵
学
寮
視
察
（
一
八
七
五
年
）

　

次
の
日
、
一
八
七
五
年
一
〇
月
二
八
日
、
日
本
海
軍
大
臣
は
海
軍
少
将
プ
ズ
ィ
ノ

に
海
軍
兵
学
寮
の
視
察
を
勧
め
た
。

　

ロ
シ
ア
の
提
督
は
分
艦
隊
艦
艇
の
何
人
か
の
士
官
た
ち
と
と
も
に
兵
学
寮
に
向

か
っ
た
。
兵
学
寮
の
建
物
は
、
広
大
な
空
間
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

低
学
年
の
生
徒
た
ち
は
、
別
棟
の
二
階
建
て
の
建
物
に
い
た
。
全
生
徒
は
、
五
つ
の

コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
、
各
コ
ー
ス
は
更
に
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
た
。

　

教
官
の
大
部
分
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
士
官
だ
っ
た
。
英
語
の
学
習
は
一
番
低
学

年
の
ク
ラ
ス
か
ら
始
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
一
般
教
養
と
専
門
科
目
の
教
科

書
は
英
語
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
い
く
つ
か
の
教
科
書
は
日
本
語
だ
っ
た
。
兵
学
寮

校
長
は
、
プ
ズ
ィ
ノ
に
、
日
本
語
の
航
海
術
と
航
海
実
習
の
教
科
書
を
贈
っ
た
。
兵

学
寮
に
は
体
育
室
が
あ
っ
た
が
、
と
て
も
貧
弱
だ
っ
た
。
図
書
室
の
蔵
書
は
ほ
と
ん

ど
英
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

個
々
の
ク
ラ
ス
で
は
生
徒
た
ち
が
海
図
の
製
図
を
し
て
い
た
が
、
プ
ズ
ィ
ノ
の
考

え
で
は
、
非
常
に
上
手
か
っ
た
。
兵
学
寮
に
は
二
台
の
生
徒
の
訓
練
用
に
実
戦
砲
台

が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
敷
地
内
に
あ
り
、
滑
腔
砲
【
原
語гладкостенное 
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орудие
はгладкоствольное орудие

か
】、
も
う
ひ
と
つ
は
海
岸
に
あ
り
、
大
き
な

ラ
イ
フ
ル
砲
。
兵
学
寮
の
建
物
の
向
こ
う
に
ぴ
た
り
と
接
す
る
運
河
に
は
、
小
さ
な

ク
リ
ッ
パ
ー
艦
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
は
、
索
具
作
業
の
教
官
を
務
め
る
イ
ギ
リ
ス
水

兵
二
五
名
が
い
た
。

　

兵
学
寮
に
は
約
二
〇
〇
名
の
生
徒
が
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
皇
族
の
一
員
で
あ
る

一
〇
名
近
く
の
少
年
た
ち
も
い
た
。
彼
ら
は
、
他
の
生
徒
と
一
緒
の
ク
ラ
ス
で
学
ん

で
い
た
が
、
生
活
は
特
別
の
宿
舎
で
し
て
い
た
。

　

す
べ
て
の
生
徒
た
ち
は
、
非
常
に
清
潔
な
、
青
色
の
お
そ
ろ
い
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
て
い
た
。
兵
学
寮
は
開
校
後
既
に
五
年
が
経
過
し
て
い
た
。
一
八
七
五
年
、
最
初

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
三
五
名
が
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
筑
波
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
派
遣
さ
れ
、
航
海
か
ら
戻
っ
て
き
た
暁
に
は
、
士
官
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

海
軍
兵
学
寮
視
察
後
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
は
、
休
息
の
た
め
、
少
し
食
卓
に

着
く
よ
う
招
か
れ
、
そ
の
際
、
ワ
イ
ン
、
果
物
、
ボ
ン
ボ
ン
を
饗
さ
れ
た
。

Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
提
督
の
横
須
賀
海
軍
工
廠
視
察
（
一
八
七
五
年
）

　

翌
日
、
一
八
七
五
年
一
〇
月
二
九
日
、
Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
海
軍
大
臣
で
海

軍
中
将
カ
ワ
ム
ラ
【
川
村
純
義
】
か
ら
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
視
察
を
す
る
よ
う
招

待
を
受
け
た
。
河
川
外
輪
汽
艇
が
ロ
シ
ア
海
軍
提
督
の
裁
量
下
に
提
供
さ
れ
た
。
プ

ズ
ィ
ノ
と
一
四
名
の
士
官
が
同
汽
艇
に
到
着
す
る
と
、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
の
海

軍
省
へ
の
往
復
に
随
行
す
る
海
軍
大
臣
が
す
で
に
乗
艦
し
て
い
た
。

　

プ
ズ
ィ
ノ
は
、
自
己
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
大
公
宛
軍
務
報
告

書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

　
「
…
現
在
、
新
に
、
造
船
台
で
帝
国
の
ヨ
ッ
ト
艦
と
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
が
建
艦
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
隻
の
砲
艦
ア
シ
マ
【
東
】
号
が
、
下
ろ
さ
れ
、
完
成
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
砲
艦
ア
シ
マ
号
に
は
、
ま
も
な
く
機
関
が
最
終
的
に
装
備
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

汽
船
造
船
工
場
で
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
秩
序
と
清
潔
さ
が
あ
り
ま
す
。
建
造

作
業
場
で
は
、
建
設
中
の
ヨ
ッ
ト
の
た
め
、
四
〇
〇
馬
力
の
機
関
が
組
み
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
ド
ッ
ク
に
は
、
フ
サ
ー
ド
ニ
ク
号
と
と
も
に
サ
ハ
リ
ン
島
に
行
っ
て
き

た
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
海
軍
工
廠
は
フ
ラ
ン
ス
軍
の
士
官
た
ち

に
よ
り
運
営
さ
れ
、助
手
と
し
て
日
本
人
が
付
い
て
い
ま
す
。工
員
は
す
べ
て
、も
っ

ぱ
ら
日
本
人
で
す
。
指
導
者
の
中
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
も
い
ま
す
が
、
少
数
で
す
。

　

視
察
の
後
、
我
々
は
ち
ょ
っ
と
し
た
朝
食
に
招
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
横
浜
に

戻
り
ま
し
た
…
。」

　

こ
れ
以
外
に
、
自
己
の
軍
務
報
告
書
の
中
で
、
プ
ズ
ィ
ノ
は
、
日
本
海
軍
は
、
二

個
の
艦
隊
、
す
な
わ
ち
、
東
部
艦
隊
と
西
部
艦
隊
に
分
け
ら
れ
る
予
定
の
一
八
隻
の

艦
艇
か
ら
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
東
部
艦
隊
は
江
戸
地
区
を
基
地
と
し
、

北
方
の
諸
港
を
往
復
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
す
ら
も
寄
航
す
る
予
定
で
あ
る
。
西

部
艦
隊
は
長
崎
に
基
地
を
持
ち
、
日
本
の
南
部
諸
港
を
行
き
来
し
、
台
湾
島
ま
で
の

地
区
を
行
動
範
囲
と
し
、
中
国
の
諸
港
に
も
寄
航
す
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
の
初
期
に
関
し
、
我
々
は
次
ぎ
の
結
論

を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

一 

、
日
本
各
地
の
諸
港
で
ロ
シ
ア
海
軍
軍
艦
は
地
元
の
住
民
た
ち
に
常
に
温
か
い

も
て
な
し
を
受
け
た
。

　

二 

、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
は
、
数
回
に
わ
た
り
、
日
本
人
た
ち
を
太
平
洋
の
南

洋
諸
島
か
ら
故
国
に
送
還
し
た
。

　

三 
、
日
本
の
天
皇
は
、
一
度
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
司
令
官
た
ち

を
自
ら
直
接
に
謁
見
し
た
。

　

四 

、
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
た
ち
は
、
日
本
の
造
船
所
、
軍
艦
、
海
軍
兵
学
寮
を
訪
れ

る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
際
し
て
、
時
が
経
つ
と
と
も
に
、
彼
ら
は
、
造
船

建
造
の
発
達
過
程
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
未
来
の
日
本
海
軍
士
官
の
教
育
に
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お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
士
官
の
中
に
は
皇
族
も
い
た
。
造
船
と
将
来
の
海
軍

軍
人
た
ち
の
教
育
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
軍
人
と
フ
ラ
ン
ス
の
専
門
家
が
日
本

人
を
助
け
た
。

　

五 

、
サ
ハ
リ
ン
島
と
外
務
省
で
の
今
後
の
活
動
を
目
的
と
す
る
、
将
来
の
役
人
養

成
の
た
め
に
、
一
八
七
三
年
函
館
に
日
本
政
府
に
よ
り
ロ
シ
ア
語
学
校
が
建
て

ら
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、
一
八
七
四
年
、
教
師
の
死
去
に
よ
り
、
学
校
の
そ
の

後
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

〔
註
〕

（
１
）　

フ
ェ
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
二
五
―

一
八
八
一
）「
皇
帝
陛
下
の
」
侍
従
武
官
、
海
軍
少
将
（
一
八
七
一
）。
英
仏
艦
隊
か

ら
の
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
（
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
）
攻
防
戦
に
参
加
（
一
八
五
四
）。
様
々

な
艦
艇
に
乗
艦
し
、
一
度
な
ら
ず
太
平
洋
を
航
海
し
た
。
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
司
令

官
（
一
八
七
一
―
一
八
七
三
）。

（
２
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 2.

（
３
）　Там ж

е. Л
. 15-15 об.

（
４
）　

ク
マ
ニ
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
三
一
―
一
八
八
九
）
海
軍
少
将

（
一
八
八
二
）。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
参
加
（
一
八
五
四
―
一
八
五
五
）、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ー

ポ
リ
で
負
傷
。
一
八
六
七
―
一
八
七
二
年
太
平
洋
航
行
を
遂
行
、
こ
の
間
、
ス
ク

リ
ュ
ー
・
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
イ
ズ
ム
ル
ド
号
艦
長
（
一
八
七
一
―
一
八
七
二
）。

（
５
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 96-97.

（
６
）　

ナ
ジ
ィ
ー
モ
フ
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
二
九
―
一
九
〇
二
）

海
軍
大
将
（
一
九
〇
一
）。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
時
、
英
仏
海
軍
か
ら
の
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
港
湾
防
衛
戦
に
参
加
（
一
八
五
四
―
一
八
五
五
）。
一
八
五
八
―
一
八
六
一
年
、
在

日
箱
館
領
事
館
付
。
一
八
七
一
―
一
八
七
三
年
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
の
旗

艦
で
あ
る
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
の
艦
長
。
一
八
八
九
―
一
八
九
一
年
、
ロ

シ
ア
皇
太
子
（
後
の
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
）
を
日
本
に
送
り
届
け
た
太
平
洋
艦
隊
司

令
長
官
。一
八
九
二
―
一
八
九
八
年
、水
路
総
局
長
官
。海
軍
参
議
会
会
員（
一
八
九
四
）。

（
７
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 148 об.

（
８
）　Там ж

е. Л
. 149.

（
９
）　

ビ
ュ
ツ
ォ
フ
、
エ
ヴ
ゲ
ニ
イ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
三
七
―
一
九
〇
四
）
ロ
シ
ア

外
交
官
、
三
等
文
官
（
一
八
八
七
）。
最
初
の
常
設
駐
日
ロ
シ
ア
外
交
代
表
。
東
シ
ベ

リ
ア
総
督
Ｎ
・
Ｎ
・
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
（
一
八
五
六
―
一
八
五
八
）
付
き
の
外
交
部
門

書
記
官
。
ア
イ
グ
ン
条
約
締
結
（
一
八
五
八
）
に
至
る
露
中
交
渉
に
参
加
。
一
八
五
八

年
か
ら
ロ
シ
ア
外
務
省
勤
務
。
一
八
六
二
―
一
八
七
三
年
、
駐
中
、
駐
日
外
交
代
表
、

総
領
事
勤
務
。
駐
天
津
領
事
（
一
八
六
二
―
一
八
六
五
）、
駐
箱
館
領
事
（
一
八
六
五

―
一
八
六
九
）、
駐
中
国
代
理
公
使
（
一
八
六
九
―
一
八
七
〇
）、
一
八
七
一
年
、
最

初
の
駐
横
浜
ロ
シ
ア
領
事
、
駐
日
代
理
公
使
兼
任
、
駐
中
国
公
使
（
一
八
七
三
―

一
八
八
三
）、
駐
ギ
リ
シ
ア
公
使
（
一
八
八
四
―
一
八
八
九
）、
駐
イ
ラ
ン
【
ペ
ル
シ
ア
】

公
使
（
一
八
八
九
―
一
八
九
七
）
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
公
使
（
一
八
九
七

―
一
九
〇
四
）。
バ
ー
デ
ン
【
た
だ
しB

aden bei W
ien

の
方
】
で
死
去
。

（
10
）　

オ
ラ
ロ
フ
ス
キ
ー
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
エ
ピ
ク
テ
ト
ヴ
ィ
チ
（
一
八
四
五
―

一
九
一
〇
）。
ロ
シ
ア
外
交
官
。
ロ
シ
ア
帝
国
の
最
初
の
駐
シ
ャ
ム
王
国
大
使
。
最
初

の
外
交
官
勤
務
は
中
国
。
北
京
大
使
館
【
領
事
館
】
勤
務
（
一
八
五
九
―

一
八
六
七
）、
天
津
領
事
（
一
八
六
八
―
一
八
六
九
）、
駐
函
館
領
事
館
長
【「
領
事
」

で
は
な
い
】（
一
八
七
〇
）、
駐
函
館
領
事
（
一
八
七
一
―
一
八
七
四
）、
駐
長
崎
領
事

（
一
八
七
四
―
一
八
八
〇
）、
ア
メ
リ
カ
で
は
駐
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事

（
一
八
八
一
―
一
八
九
一
）、
駐
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
（
一
八
九
一
―

一
八
九
七
）。一
八
九
七
年
一
二
月
、ロ
シ
ア
の
東
南
ア
ジ
ア
権
益
を
守
る
た
め
駐
シ
ャ

ム
総
領
事
。
弁
理
公
使
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
最
初
の
駐
シ
ャ
ム
王
国
ロ
シ
ア
大
使

（
一
八
九
八
―
一
九
〇
七
）。
一
九
〇
八
年
カ
イ
ロ
居
住
。
ア
メ
リ
カ
女
性
メ
ラ
・
ハ

リ
エ
ッ
ト
と
結
婚
、
四
人
の
女
を
も
う
け
る
。

（
11
）　

副
島
種
臣
（
一
八
二
八
―
一
九
〇
五
）
日
本
の
政
治
家
、
外
交
官
。
外
務
大
臣

（
一
八
七
一
―
一
八
七
三
）【
正
式
に
は
、
一
八
七
一
年
一
二
月
一
五
日
（
明
治
四
年

一
一
月
四
日
）
か
ら
一
八
七
三
（
明
治
六
年
）
年
一
〇
月
一
二
日
で
は
「
外
務
卿
」、

そ
れ
以
降
は
「
外
務
事
務
総
裁
」。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
す
べ
て
著
者
の
表
記
ど
お
り

「
外
務
大
臣
」
と
し
た
。
実
際
に
「
外
務
大
臣
」
の
名
称
へ
の
改
称
は
一
八
八
五
（
明

治
一
八
）
年
一
二
月
二
二
日
か
ら
】、
内
務
大
臣
（
一
八
九
二
）、
枢
密
院
副
議
長 
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【вице-председатель 
Тайного 

совета

】（
一
八
九
一
―
一
八
九
二
）。
愛
国
公
党

【С
оучредитель 

П
атриотической 

граж
данской 

партии

】
の
共
同
設
立
者

（
一
八
七
四
）。

（
12
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 410.

（
13
）　Там ж

е. Л
. 410 об.

（
14
）　

一
八
七
二
年
一
〇
月
、
海
軍
中
将
Ｋ
・
Ｎ
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
（
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
第
四
子
）
が
乗
艦
し
た

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
号
が
長
崎
に
立
ち
寄
っ
た
。
長
崎
県
知
事
で
天
皇

の
代
理
、
ウ
ワ
ジ
マ
公
【
伊
予
宇
和
島
藩
八
代
藩
主
・
伊
達
宗
城
】
は
フ
リ
ゲ
ー
ト

艦
に
乗
艦
し
た
【
宗
城
乗
艦
は
明
治
五
年
九
月
二
六
日
】。
ま
も
な
く
、
ロ
シ
ア
艦
は
、

大
阪
、
神
戸
、
そ
の
後
は
、
横
浜
に
行
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
、
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
は
随
員
と
と
も
に
、
鉄
道
で
首
都
に
向
か
っ
た
。
大
公
は

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
に
会
っ
た
。
浜
離
宮
（
海
浜
に
あ
る
）

の
エ
ン
リ
ョ
カ
ン【
延
遼
館
】の
国
賓
の
間
を
割
り
当
て
ら
れ
た
。そ
こ
の
迎
賓
館
で
、

一
一
月
五
日
ロ
シ
ア
皇
帝
の
代
表
が
日
本
の
天
皇
に
謁
見
し
た
が
、
そ
れ
は
、
外
交

儀
礼
的
性
格
を
帯
び
て
い
た
。【
明
治
五
年
一
〇
月
一
六
日
参
内
】

（
15
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 411.

（
16
）　Там ж

е. Л
. 411-415 об.

（
17
）　Там ж

е. Л
. 415 об.-416 об.

（
18
）　

ニ
コ
ラ
イ
・
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー（
カ
サ
ー
ト
キ
ン
、イ
ワ
ン
・
ド
ミ
ー
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
、

一
八
三
六
―
一
九
一
二
）
宣
教
師
、
日
本
の
ロ
シ
ア
正
教
会
の
創
始
者
。
大
主
教

【архиепископ

】（
一
九
〇
六
）。
一
八
六
一
年
か
ら
日
本
在
住
。
一
八
七
〇
年
ニ
コ

ラ
イ
・
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
の
請
願
に
よ
り
、日
本
の
ロ
シ
ア
正
教
会
が
江
戸（
東
京
）で
、

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
府
主
教
管
轄
下
に
成
立
し
た
。

（
19
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 416 об.-417.

（
20
）　Там ж

е. Л
. 420 об., 424 об.

（
21
）　Там ж
е. Л

. 430.

（
22
）　Там ж

е. Л
. 427-429.

（
23
）　Там ж

е. Л
. 429.

（
24
）　

川
村
純
義
（K

aw
am

ura 
Sum

iyoshi,

一
八
三
六
―
一
九
〇
四
）
―
日
本
の
海
軍
大

将
（
一
九
〇
四
）。
一
八
七
四
年
、
台
湾
作
戦
【
台
湾
出
兵
】
の
際
、
日
本
海
軍
を
指

揮
【
海
軍
中
将
兼
海
軍
大
輔
】。
一
八
七
七
年
薩
摩
県
で
起
き
た
反
乱
鎮
圧
の
た
め

三
〇
万
の
陸
軍
を
指
揮
【
西
南
役
征
討
参
軍
】。
海
軍
卿
【М

орской 
министр

】

（
一
八
七
五
―
一
八
八
〇
、一
八
八
一
―
一
八
八
五
）。一
八
八
五
年
以
降
政
府
顧
問【
枢

密
院
顧
問
】、
一
九
〇
一
年
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
迪
宮
（
後
の
天
皇
裕
仁
）
と
そ
の
弟
、

秩
父
宮
【
淳
宮
】（
雍
仁
）
の
御
養
育
掛
。
海
軍
大
将
の
名
称
は
死
後
獲
得
。

（
25
）　

モ
ル
ト
ン
造
船
台
【М

ортонов эллинг

】
と
は
、
小
艦
艇
を
揚
陸
す
る
た
め
の
施

設
【
船
舶
修
理
の
際
、
潮
の
干
満
を
利
用
し
て
斜
面
状
に
作
ら
れ
た
「
船
台
（splip

）」

に
引
き
上
げ
る
た
め
の
一
連
の
装
置
で
、
建
設
が
安
価
な
た
め
に
、
乾
ド
ッ
ク
の
代

用
と
し
て
使
わ
れ
た
。パ
テ
ン
ト
ス
リ
ッ
プ（Patent Spip

）。日
本
で
は
一
八
六
八（
明

治
元
）
年
一
二
月
長
崎
小
菅
に
船
体
修
理
施
設
と
し
て
造
ら
れ
た
。
天
皇
の
小
菅
修

船
場
行
幸
は
新
暦
七
月
二
一
日
な
の
で
合
っ
て
い
る
】。
こ
の
名
は
一
八
一
八
年
、
こ

の
タ
イ
プ
の
造
船
台
を
最
初
に
建
設
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
モ
ル

ト
ン
【Thom

as M
orton

】
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
。

（
26
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 430-430 об.

（
27
）　

ホ
イ
ッ
ト
ワ
ー
ス
、
ジ
ョ
セ
フ
（W

hitw
orth Joseph,

一
八
〇
三
―
一
八
八
七
）
―

イ
ギ
リ
ス
の
機
械
技
師
、
ラ
イ
フ
ル
銃
【
ホ
イ
ッ
ト
ワ
ー
ス
銃
】
と
ラ
イ
フ
ル
砲
の

発
明
者
【
設
計
者
】。

（
28
）　

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
（A

rm
strong W

illiam
 G

eorge,

一
八
一
〇
―
一
九
〇
〇
）
―
イ
ギ
リ
ス
の
技
師
、
大
砲
設
計
者
、
工
業
家
、
男
爵
。

（
29
）　

下
層
船
艙
内
（
イ
ン
ト
ゥ
リ
ュ
ム
）【И

нтрю
м

】
と
は
キ
ー
ル
の
下
の
船
艙

【трю
м

】
内
空
間
。

（
30
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3207. Л
. 430 об.-431 об.

（
31
）　

ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ッ
チ
（
一
八
一
九
―
一
八
八
九
）。

海
軍
中
将
（
一
八
八
一
）。
司
令
長
官
太
平
洋
艦
隊
分
艦
隊
（
一
八
七
三
―

一
八
七
五
）。

（
32
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3335. Л
. 10.

（
33
）　

ビ
レ
ニ
ウ
ス
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ア
ン
ド
レ
ェ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
五
〇
―
一
九
一
九
）。

海
軍
中
将
（
一
九
〇
八
）。
一
八
七
〇
―
一
八
七
四
年
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号

で
太
平
洋
航
海
。
一
八
八
〇
―
一
八
八
二
年
、
海
軍
中
将
Ｓ
・
Ｓ
・
レ
ソ
フ
ス
キ
ー
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指
揮
下
太
平
洋
艦
隊
司
令
部
水
雷
士
官
、
日
本
の
旭
日
四
等
勲
章
受
章
（
一
八
八
一
）。

一
八
八
六
―
一
八
八
八
年
、
海
軍
大
佐
Ｓ
・
Ｏ
・
マ
カ
ロ
フ
指
揮
下
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦

ヴ
ィ
チ
ャ
ジ
号
に
乗
艦
し
太
平
洋
に
お
い
て
測
量
に
従
事
。
一
八
九
六
年
ク
ル
ザ
ー

艦
パ
ー
ミ
ャ
チ
・
ア
ゾ
ヴ
ァ
号
【「
ア
ゾ
フ
の
記
憶
」
号
と
も
表
記
】
艦
長
、
海
軍
少

将
Ｆ
・
Ｖ
・
ド
ゥ
バ
ソ
フ
指
揮
下
太
平
洋
艦
隊
艦
隊
参
謀
長
。
海
軍
技
術
委
員
会
委

員
長
（
一
九
〇
六
―
一
九
〇
八
）。

（
34
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3335. Л
. 36-36 об., 38 об.

（
35
）　Там ж

е. Л
. 39-39 об.

（
36
）　Там ж

е. Л
. 64 об.

（
37
）　Там ж

е. Л
. 65-65 об.

（
38
）　Там ж

е. Л
. 464 об.

（
39
）　

ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ
・
ハ
ー
バ
ー
（Ludw

ig 
H

aber,

一
八
四
三
―
一
八
七
四
）
ユ
ダ
ヤ

人
商
人
、
一
八
七
四
年
駐
函
館
ド
イ
ツ
領
事
。

（
40
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3335. Л
. 462 об., 465.

（
41
）　Там ж

е. Л
. 465-465 об.

（
42
）　

プ
ズ
ィ
ノ
、
オ
レ
ス
ト
・
ポ
リ
カ
ル
ポ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
一
九
―
一
八
九
一
）。
海
軍

中
将
（
一
八
八
二
）。
シ
ノ
ッ
プ
の
戦
い
に
参
加
（
ト
ル
コ
、
一
八
五
三
）。
太
平
洋

艦
隊
分
艦
隊
司
令
長
官
（
一
八
七
五
―
一
八
七
七
）。
一
八
八
二
年
ア
レ
ク
セ
イ
・
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
指
揮
下
に
。

（
43
）　

一
八
七
六
年
春
、
Ｏ
・
Ｐ
・
プ
ズ
ィ
ノ
の
司
令
官
旗
は
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

（
44
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 536. О
п. 1. Д

. 25. Л
. 1, 6, 26, 76 об.

（
45
）　

陸
奥
宗
光
（
一
八
四
四
―
一
八
九
七
）
日
本
の
政
治
家
、
外
交
官
。
士
族
の
出
。

兵
庫
県
知
事
【
一
八
六
九
】、
神
奈
川
県
令
（
一
八
七
一
―
一
八
七
八
）【
一
八
七
一
】。

西
南
戦
争
【С

ацумское 
восстание

】
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
禁
固
（
一
八
七
八

―
一
八
八
三
）。
釈
放
後
、
外
務
省
に
出
仕
、
駐
米
公
使
（
一
八
八
八
―

一
八
九
〇
）。
そ
の
後
、
日
本
政
府
で
働
く
。
農
商
務
大
臣
（
一
八
九
〇
―

一
八
九
二
）、
外
務
大
臣
（
一
八
九
二
―
一
八
九
六
）。

（
46
）　РГА
В

М
Ф

. Ф
. 410. О

п. 2. Д
. 3453. Л

. 86 об.

（
47
）　

ス
ト
ル
ー
ヴ
ェ
、
キ
リ
ー
ル
・
ヴ
ァ
シ
リ
エ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
三
五
―
一
九
〇
七
）

天
文
学
者
、
外
交
官
。
プ
ル
コ
ボ
天
文
台
【
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
南
方
に

あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
天
文
台
】
の
創
始
者
Ｖ
・
Ja
・
ス
ト
ル
ー
ヴ
ェ
【
ド

イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ヤ
コ
ヴ
レ
ヴ
ィ
チ
＝Friedrich G

eorg W
ilhelm

 
von 

Struve

】
の
息
子
。
駐
東
京
弁
理
公
使
（
一
八
七
四
―
一
八
七
六
）、
同
公
使

（
一
八
七
六
―
一
八
八
二
）。
駐
米
特
命
全
権
大
使
（
一
八
八
二
―
一
八
九
二
）、
オ

ラ
ン
ダ
大
使
（
一
八
九
二
―
一
九
〇
五
）。

（
48
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3453. Л
. 87-88.

（
49
）　Там ж

е. Л
. 88 об.-89.

（
50
）　Там ж

е.

（
51
）　Там ж

е. Л
. 89 об.-90 об.

（
52
）　Там ж

е. Л
. 89 об.-90 об.

（
53
）　

お
そ
ら
く
、
建
艦
監
督
の
面
々
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

（
54
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 410. О
п. 2. Д

. 3453.Л
. 90 об.-91 об.

（
55
）　Там ж

е. Л
. 91 об.-92.

 

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）
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